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おわ りに
はじめに
日本語教育の諸問題 を考える時,「なぜ学習者は時間とお金をかけ教室
にやって来,そ してそこに座っているのだろうか」 ということを中心に据
えて考えなければならない。読解はむ しろ教師および学習者の音声を介す
ることの問題を含んでいる。それを,教室で,音声を通 して行う意味は何
であろうか。それは生身の教師の存在である。
読解は,明確に教師の存在を必要とする口頭表現などと異なり,辞書や
機械でな く人問の教師にしか教えられないものは何かという問いを常にわ
れわれ教師につきつけているのである。読解における教師の役割について
は本誌第35分冊で述べた。そこで本稿は中級クラスが抱える中級読解特有
の問題,お よびそれに対応する教材について検討する。
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学習者間の漢字知識量の差が,読解クラスの運営を困難にしているとい
うこと,さらに教材を理解し,ぞの表現も使えるようにするのは,時 間制
約があり,なかなか達成感が得 られないという現状がある・
そこで発想を変えて,従 来行ってきた 「表現が使える」 ようにするため
の教師の様々な工夫をやめ,逆 に従来避けてきた 「読みっぱな し」,つま
り理解に重点を置いた授業を試みた。それは 「読むプロセス」を学習する
ことを中心としたものである。
二一ズの異なる漢字圏,非漢字圏出身学習者の混合クラスの目的を 「読
解基礎能力を養う」および 「学習で得た情報を帰納 し,一般的な法則を導
き出せるようにすること」 とし,クラス作業は 「初見」,「多読」に重点を
置く。その前提は 「既有知識を使えば,新情報すべてを理解 し取 り込む必
要はなく,新 しく覚えなければならないことが少ない」 ということであ
る。
1.中級読解クラス
中級読解クラス特有の問題とは,初級を終えたばかりの中級読解を担当
し感 じることだが,漢 字圏出身学習者 と非漢字圏出身学習者の二一ズが違
うのではないかということである。漢字圏の学習者は漢字知識が多く,そ
の知識を使い,あ る程度内容推測できるが,基礎文法が弱 く正確さに欠く
学習者が多い。それに対 し,非漢字圏の学習者は,漢字語彙は少ないが,
基礎文法はしっかりと身につけている場合が多い。このようなことが起 こ
るのは,一つにはプレイスメントテス トに辞書が使用されないことに起因
することは既に指摘 した(本 誌第35分冊)。
辞書使用のプレイスメントテス トは少な く,知識 と運用力を試すものが
多いため,漢字,語 彙,表現文型の差のみでクラス分けをし,母語の理解
力,推理力,発 想の差が日本語読解に及ぼす力を無視するという結果を生
んでいると言えるのではないだろうか。実際のクラスでは,見 ただけで漢
字熟語の意味がわかる,または教師の指名を待たずに答えてしまう漢字圏
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学習者,さ らに,平仮名で書かれている箇所の漢字がわかれば理解 してし
まう漢字圏学習者のそばで,何 とも言えぬ表情で座っている非漢字圏の学
習者の姿を目にすることがある。
初級読解で学習するものは,ご く基本的で限定 されたものであるため,
漢字圏・非漢字圏学習者間の語彙量の差の影響は大きくない。また上級で
も依然として漢字圏,非 漢字圏学習者間の語彙量の差はあるものの,さ ほ
ど大 きな問題 とはならない。が,中級ではその差が著しく,読解に与える
影響 も大きいのである。
しか し,漢字圏,非漢字圏でクラスを分けて しまうのは,せ っか くの学
習者同士の異文化交流の場を奪うことになる。また,混 合クラスでは,バ
ランスよく文法,語彙の指導を行っても,時間制約があるため,中級初期
の読解 としては異なる二一ズに対応できても中途半端なものになりかねな
いという問題がでてくる。
このようなクラスにおいて漢字圏,非漢字圏の両者に,よ り効果的な授
業を行 うとすれば,ま ず中級を初級の延長ではな く上級への入 り口 と捉
え,上級で要求される読解能力を中級で養 うことにあるのではないだろう
か。漢字知識のあるなしにかかわ らず重要な読解能力は 「とりあえず」読
む力,「～じゃないか」 と推測する力の二つと考える・
なぜならば,「とりあえず」読む力は,人 問が本来学習する際に発揮す
るもの,つ まり 「曖昧さに対する寛容力」で,機械 には持ち得ない,人 問
の優れた能力であ り,「～じゃないか」 と推測する力は,無 数の新情報 に
対する既知と未知の関連付け作業の基礎 となるものであるからだ。
一般に,中級の読解授業の目的は,「教材を理解 し,そこに出てきた表
現が使えるようにすること」とされ,い わゆる 「読みっぱなし」にならな
いために教師は様々な工夫をし,語彙,表 現の定着を図るが,し かし,時
問制約のあるクラスにおいて,使 えるための指導の結果得る表現,語 彙は
限られており,上級との差を埋めるものとは程遠 く,一学期(半年)あ る
いは一年のみでは効果は薄いと言わざるを得ない。
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そこで,あ えて表現の定着 を図らない 「読みっぱなし」期間を設定 し,
読解力の伸長に重点を置き,文化的背景,日本人の発想など日本語学習者
共通の知識不足を補いつつ理解中心 とする授業を試みた。「使えるように
する」ための練習時間を理解のために使い,結果 として読解能力を使いな
がら多読することにな り,日本語にも慣れ,学習者の読むことに対する自
信がつ くという成果が見 られた。漢字圏の学習者には多読により日本語に
慣れるという効果を,非漢字圏の学習者には未習語を無視 し,と りあえず
読むという効果が出たと思われる。
初級を終えたばかりの中級初期の読解クラスで,と りあえず読む,未習
語を無視する,内容を推測するなどの読解のための基礎能力を高める訓練
を中心とした授業をある一定期間,集 中的に行うためには,従来の 「使え
るようにする」 ことも含まれている読解教科書(本文,単 語,内 容理解,
表現練習,な どで構成 されているものが多い)と は異なった,「理解す
る」事 に重点を置いた授業のための中級教材 について検討 しなければなら
ない。
H.お い しいジュース と しぼ りかす
読解 の教材 を 「果実」 に喩 えるなら,予 習部分が 「おい しい ジュース」
で,授 業 は 「しぼ りかす」 と言 えるのではないだろうか。何が書かれてあ
るのかわか らず,緊 張 と期待 と不安でいっぱいの状態 から,徐 々に読 めて
霧が晴 れたような爽快感 を感 じる,つ まり初見で は不明 な部分 が次第 に解
けて くる ところ,い わばパズ ルを解 くお もしろさに読解の醍醐味があ ると
言える。
その予習部分 である 「おい しい ジュース」 をクラスで行 うのであ るが,
教室 で,教 師 と学習者が ジュース を飲 む というこ とは,「読む プロセス」
を学習 する とい うことで ある。そ の読 み方 は様 々で,「大意取 り」,「情 報
取 り」,「分析読 み」,いずれの読み方で なけれ ばな らない とい うこ とはな
いo
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さて読解初級から上級への橋渡し期問である中級における予習は,ど う
位置付けられているのだろうか。通常,予 習の目的は教室の作業にあた り
各学習者の状態を整えることにある。特に漢字圏,非漢字圏出身の学習者
が混在するクラスでは漢字の知識量の差が大きく,その運営を困難なもの
にしているのである。そのため教材の語彙,文型は一通 り学習されている
という前提でクラスが運営 されるための準備 として予習が課せられ,語句
の意味の質問などは時間の無駄 と考えるのであろう。
実は読解能力の 「とりあえず」読む力,「～じゃないか」 と推測する力
は教材の初見時,つ まり予習で発揮 されるのである。が,予習が要求され
るということは,教室での学習者は,語句の意味を予め調べ,内 容を推測
するなどしてお り,教室での作業 は確認作業中心となってしまうのであ
る。
初見の教材を辞書を使いながらある程度理解することは,一 人で 「予
習」で行えるのに,なぜあえて教室で行うのか。それは教師と辞書の違い
にある。たとえば,「窒息死」(実際例教材その1)と いう言葉が出てきた
場合を考えてみると,その中の 「息」は漢字クイズで意味を知ってお り,
「死」も既習である場合,「窒息死」を辞書で調べなくても推測できる。
しか し,予習では 「窒息死」が単語表に載ってお り,学習者はそれを推測
することなしにす ぐ辞書で調べるであろう。学習者の未知,既知を把握 し
た上で推測させ,考 えさせる,あ るいは日本人の発想の追体験をさせるた
めに教室に教師がいるのではないだろうか。
ところで,読解は,筆記テス トで,つ まり音声なしで確認できることだ
が,教室で行われる読解の授業は,教師の音声を通して行われることは避
けられない。特に中級初期では学習者の日本語能力により,学習者と教師
との理解に齪齪 をきたしがちである。確認だけならば,教室作業以外にも
手段があ り,筆記テス トあるいはコンピュータによるテス トという形で行
えばよい。
予習は時問制限が無いが,教 室では時問が制限される。同 じ辞書を引く
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といった作業もその緊迫感が,未習語を端から順にではなく見当つけなが
ら調べるという結果 をもたらすと思われる。テス トのとき,最後までじっ
くり読み進めた学習者 と辞書を早 く使い始めた学習者とに分かれたが,結
果は最後まで読んだ学習者の方が良かった。成績が絡むと学習者は必死に
なる傾向があるので注意 しなければならない。
次に教材の中の語彙について検討してみると,まず読解初級教材では理
解語彙イコール使用語彙であると言えよう。そのため教材にあるものは,
読めて(理 解 し),使えることを目指す。 しか し,上級に行 くにしたがっ
ていわゆる生教材が増え,理解語彙の比率が高 くなる。その中間にある中
級を,初級の延長 と考えるか,上級への入 り口と考えるかによって教材の
形も変わる。
一般に,初級の教科書が課毎の語彙や表現の提出順が制御されており,
使われる語彙,文型 も使用頻度の高い ものであるのに対 し,中級は各課ば
らばらで,ど の課から始めても良い し,どの課 を飛ばしてもよいことに
なってお り,単語表 も原則として本文に即 した意味のみ書かれており,提
出される語彙および文型にも一貫した方向性がない。つまり,初級におけ
る 「積み重ね」が中級教材にはないのである。
また,教材の単語表の是非を考えると,漢字圏および非漢字圏出身学習
者間の漢字理解度の差を埋める,学習者の予習にかける時間を短縮すると
いう点は是 と言えるが,教材に単語表が用意されているため,いつまでも
単語表に頼ってしまうことになり,結果 として辞書使用の訓練,「一語の
認定」作業の訓練 も受けず,いつまでも初級の域を出ることができないこ
とになる。初級,上 級で意味のある予習 も,中級では意味をなさないこと
になる。単語表は自転車の補助輪のように,あ る時期必要であってもいず
れ外さなければならない。いつ,・どのように外すかが問題である。
次に漢字の問題 についてみると,課毎で漢字を扱 うことはあまり効率的
とは言えない。小学校の国語の漢字教育で従来の課毎の漢字テス トをや
め,学年配分の漢字を一まとまりのものとし,教科書の課とは関係な くテ
一144一
ス トを行った結果,成 績が伸び,生徒の負担感 も少な くなったという報告
もある。
中級読解クラスでは,教材の中の漢字ではなく,使用頻度の高い漢字
(新聞に用いられる漢字)の クイズを行ったが,そ れがクラス共有の知識
となることと,教材の中にしばしば使われることから有効であると言える
のではないだろうか。つまり,漢字 クイズで既知となった漢字知識を使い
ながら教材の中の新しい熟語などを推理するのである。
用意する教材は 「半生教材」である。「半生教材」とは,扱 う教材は書
下ろしではなく,あくまでも 「生」であるが,指導項目によって形を変え
たものを言う。たとえば,内容推測のための単語 リス ト,未習語無視のた
めの虫食い穴あき本文などである。
初級の読解教材は学習項目を限られた字数のなかに入れるのがむずかし
いため,「書き下ろし」教材 とをり,上級は語彙,文法などの知識が豊富
であり,辞書 も使いこなせているのでいわゆる 「生教材」 となる。中級は
その中問にあり,「書き下ろし」か ら 「生教材」への移行期間であり,い
わば 「半生教材」が求められていると言える。
読解に要求 されている 「未習語を無視する力,想像する力,一 語を認定
するカ」などがあ り,それに対 し 「一人一問形式」,「本文なし(単語リス
トのみ)」など,各々異なった指導 をしなければならない。そのため教材
の形は初級教材とは異な り,本文のみ,あ るいは単語表のみとい うように
一定の形をとらないものになるのである。
皿 教材 を選ぶ時の基準は次の4点 である。
①満足度(興 味)
②未習語占有率
③難易度
④長さ
①満足度(興 味)は,読 んでおもしろいと思うものである。つまり,新
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しい情報や,感動させるものが書いてあるということである。教師自身が
面白いと感じることも重要であるが,し かし興味,感動は人によって異な
るので,多 分野にわたって選ぶ,あ るいは人間共通のものを選ぶ必要があ
る。また,文 章の種類 も,説明,報告,評 論,論 説,記録,文 学など,文
章構造の異なるものを用意 した方がよい。
②未習語占有率は教材の中にどのくらい未習部分が占有 しているか,そ
の率のことである。教師が教材選びの時に,教材のうちの未習部分を黒く
塗りつぶすことで未習部分(黒)と 既習部分(白)の 割合が見える。そし
て学習後それまで未習で黒かった部分が白く変わるのである。(資料1～
4参照)
未習語占有率は,未習,既習の判定の基準 となるものがない場合,判 定
者による数値の変動が起こりうる。また,一語ではなく一字で数えている
ので.た とえば 「不心得者」 と 「損」が合計二語ではなく五字未習という
ことになってしまうということが起こる。
また,未習語占有率は教材の難易度を直接表すものではない。教材には
単語はむずかしいが文章の構造が簡単なものと,その逆で単語はやさしく
ても文章の構造が難解なものとがあるからだ。したがって未習語占有率
は,教材の難易度の数字的な根拠ではなく,むしろ視覚的なものと考える
とよい。非漢字圏学習者が初見の時感 じる視覚的な理解地図とでも言えよ
うか。ゼロから始まる初級 と違い,様 々な学習歴を持つ学習者の集まりで
ある中級は未,既 習語の判定はむずかしいが,最 低ラインにあわせるべき
であろう。
次 に,漢字の未習判定基準について考える時,た とえば,「僕」のよう
に,学習者は言葉 としては知っていても漢字が読めない場合がある。聞け
ばわかるが,読 めない という場合だ。この場合 もまた未知のものとし,未
習語に数えるべ きであろう。
漢字圏出身の学習者は漢字の意味はわかることが多く,非漢字圏出身の
学習者との混合 クラスをむずかしくする要因となっているが,漢 字および
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その熟語は非漢字圏出身者を基準にする。指導項 目によって数値は変動す
るが,教材 における未習語占有率は30パー セント前後が扱いやすい。
③難易度は教材が どの くらいむずか しいかということであり,学習者の
実力 よりほんの少 し背伸び したレベルが理想的である。難易度100を学習
者が一人で読める ものとし,110(☆)は辞書を使いなが ら一人で読め
る,120(☆)は辞書,教 師の説明があれば読める,130(☆☆)は 辞
書,教 師の説明を受けはっきりではないが,わ かったような気がする,
140(☆☆☆)は 辞書,教 師の説明があってもちんぷんかんぷんである
とする。難易度を測るの もむずかしいが,ま ず,単語の意味がわかれば読
める教材は避けるべ きであろう。ほんの少 し背伸びしたレベル(難易度
120から130)は達成感があ り,次の挑戦を促す。
④長さは1コマ90分という時間内で終了するのが望 ましい。2コ マ連続
の授業では延長 も可能であるが,次の週 にわたっての作業は学習者の集中
力,意欲など減少が見られ授業が難しくなるため避けたほうが良い。
IV、実際例
以下の例は早稲田大学日本語研究教育センター読解4レ ベル(中 級)の
授業で行ったものである。教材を選ぶにあたり,①満足度(興 味)は,読
んでおもしろいと思うものか②未習語占有率は教材全体の何割が未習語か
③難易度は教材が学習者の読解力をどのくらい超えていえるか④長さは適
当か,つ まり1コマ90分という時問内で読み終えるか という4点 について
考慮 した。
〈教材その1〉
「死に急 ぐ鯨たち』 安部公房1986(資料1～4参 照)
目的:と りあえず読む。未習語を無視する力を身に付ける。
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A.教材の概要
1.満足度(興味)
高校の国語の教科書に載っていたものであり,「価値観の崩壊した時代
に生 きる人問の諸状況を,寓意 と風刺に満ちた手法で描 き出した。」 と解
説されている。ただの鯨の集団自殺の話 と読んでしまっては誤 りである。
鯨の比喩のおもしろさが読めなければならない。
2.未習語占有率
計465文字のうち98文字が読めない(約21%),平仮名だから読めるが,
意味不明の箇所が68文字(16箇所),あわせて初見で 「わからない部分」
は全体の約36パー セントである。つまり,未習語占有率36ということで教
材 として適当ということになる。
3.難易度
鯨が 「可能性としての溺死におびえる」などの表現があり,学習者の知
的好奇心 をくす ぐるものであ り,深い読みが要求される。難易度120(辞
書,教 師の説明があれば読める)である。
4.長さ
全体は5ページあるものだが,そ の最後の部分を抜 き出した。90分の授
業で読める。
注)資 料1は 非漢字圏出身学習者の初見の状態である。平仮名の部分は全部理解
しているというわけではない。
資料2は 理解できない平仮名の部分を□で囲んだものである。
資料3は 与えられたヒント(教師によるもの)に より理解 した部分を□で囲
んだものである
資料4は 全文である。
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B授 業
授業の基本的な進め方は以下の通 りである。
教 師 教室の流れ 学 習 者
1.辞書をしまう事を指示 辞書をしまう 辞書をしまう
2.プ リ ン トを配 る プリント配布
3.わからない語に傍線を引き
ながら読む事を指示
黙読 傍線を引きながらプリントを
読む
4.学習者を見回り,傍線を引
いたところを見る
5.学習者が読み終えるのを待
つ
読み終える
6.わ か った こ とは何 か 聞 く 理解発表 わかったことを答える
7.教師が音読する 音読 聞きながら読む
8.一 人 一 問 の 質 問 を受 け る 質問 質問する
9.人数によっては質問を追加
10.もう一 度 読 む事 を指 示 黙読 読む(黙読)
11.何パ ー セ ン トわ か っ たか 質
問す る
理解度 答える
12.
11までの作業 が終 わった時 に,12。a教師が学習者一人一 つずつの質問
に対 し説明 をす る,あ るい は12.b学習者が辞書 で調べ るケースがあ る。
そ して13.として問答形式 での最終的 な内容確認 をする。 目的が 「と りあ
えず読 む。未習語 を無視す る力を身に付 ける」場合は,基 本 的な教室 の流
れは以上の ようになる。
この教材 の場合は教室作業7と8の 問にヒン トを与える。その ヒン ト例
は以下の通 りである。
ヒン トa*魚 ヘ ンを使 った漢字 を紹介す る。 まず鮨 の字 を分 解 し,「魚が
旨い」 で鮨 と読 むことを紹介する。次 に好 きな魚 の名前 を尋 ね,・鮪,鯛,
鮭,な どの漢字 を板書 し,次 に教材 に出て くる 「鯨,鮫 」 な どの読 み方 と
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意味 を教える。
ヒントb*溺死の溺の漢字をまず偏 と労にわけ,労 の部分の読み方を 「よ
わい」 と確認 し,さんずいと組み合わせるとどのような意味になるかを尋
ねる。「水」と 「弱い」 と 「死」の組み合わせから,溺死の意味が想像で
き,「泳げないので死ぬ」 または身振 りなどで答える。
ヒントc*岸,浅瀬,座 礁のように関連のある語を一まとまりで扱う。
ヒン トd*読解の時間に行われている漢字のクイズで学習 している漢字の
訓読みを確認,さ らに,その熟語の意味を想像する。たとえば,浮上,見
失う,生物,動物,な どは1字ずつの訓読みを既に学習 しているため意味
が想像で きる。恐怖の 「怖」,窒息死の 「窒」は未習だが熟語の意味は想
像できる。
ヒントa,cは分類整理された知識は理解暗記が早いことに基づいてお
り,ヒントb,dは推理力を養い漢字の応用発展 を図るものである。
以上,学 習者はヒン トにより少 しずつ見えて くる過程を体験する。
C.見 えて くるもの
「もしかす る と」
教 室 で辞書使 用 の時 問(12.b),「かす る と」 は辞書 に載 って ない と
言った学習者がいた。す る と,隣 の学習者が 「スクラッチだ」 と教 えた。
「こす る」 と勘違い しているのだ。 この事例 か ら二つの問題点が見 える。
一つは,学 習者が陥る問題点で,未 知 を既知 と勘違いするこ とであ る。 も
う一つ は単語表が教科書 にあ る場合 の問題点で ある。教科書の単語表 には
「もしかす る と」 は一項 目 として載 ってお り,さ らに,そ の運用練習 も
載っているだろ う。
また,違 う教材 の時だが,「ひきか えこ」 を一所懸命調べ ている学習 者
がいた。 あいに く簡便 な辞書で調 べてい るため,「ひ きか え」が載 ってい
なか ったため と思 われるが 「ひ きかえこの僕は」 で,も たついて しまって
いたのである。 「ひきか えこ」,「かす る と」で調べ て もなか った らどうし
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たらいいかを考 えることは重要で ある。
「シャチか鮫 だろう」
一人一問の質問の時問,「これ はもったいないか もしれ ないが,」とシャ
チの意味 を尋ねた学習者 に対 し,他 の学習者たちが 「もったいない」 と声
をそろえた。鮫 がわかれ ば,シ ャチは さほど重要ではない と判 断 してい る
のである。 こうい う判断力が読解 では要求 され るのである。 これは一人一
つずつ と質問の数を制限 された ことによる効果であ ると言える。
〈教材その2〉
『笑いの効用』 新聞記事(資 料5参照)
目的:内容を予測する。
A.教材の概要
1.満足度(興 味):読む前に比べ,読 後のクラスは笑い声が高くなる・
一所懸命に笑っていると言えな くもないが,「笑いの効用」 という教
材から得た知識を活用 しているということは知的好奇心を満足 させ
たと言えるのではないだろうか。
2.未習語占有率:単語リス トの言葉を辞書で調べ る作業のため,未習占
有率は考慮しない。
3.難易度:語 彙がわかれば理解 は難しくないタイプの教材である。目的
は単語リス トで内容を推測するのであるから難易度110(辞書を使い
なが ら一人で読める)か ら120(辞書,教 師の説明があれば読める)
くらいが適当である。
4.長さ:単語 リス トの意味調べの時間,内容予測を書 く,理解確認の時
間が必要。
B授 業
まず学習者に単語リス トを渡す。学習者は未習語め意味を辞書で調べ
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る。どんな内容の記事か推測 し,書 く。非漢字圏の学習者には漢字の読み
方の書いてあるリス トを渡すが,漢 字圏学習者用には漢字のみのリス トを
渡 し,読み方を書かせ,後 に読み方つきのリス トを渡す。これは漢字圏非
漢字圏学習者に対する手当てである。予測が書 き終わったら,どんな内容
か確認 しながら読んでい く。時問があれば,読後の実践篇 として笑 うため
の教材(筆 者作成)も 読む。(資料5参照)
C.見 えてくるもの
結果は,ほぼ完全に予測した学習者から,大幅に外れた予測をした学習
者もいた。漢字圏非漢字圏学習者の差ははっきりと出ない。
以下に予測例を挙げる。
1)「タイ トルは 『笑いの効用』そのテキス トは笑いの効用についてと思い
ます。笑いながら腹筋が運動 します。その運動はけんこうにいいです
(原文のまま)」
2)「タイ トルは 『笑いと健康』笑いについての文章だと思います。音を出
して笑うのは腹筋の運動が必要です。ある大学の助教授の研究によると
笑い一微笑は霊長類の動物の特有だと言いました。人類 も生まれた時か
らこの特徴をもっています。生まれたばか りの赤ちゃんは寝る時も微笑
をします。動物は食べ物など本当のものを見て笑います,こ れは条件反
射といいますが文字とか絵を見て思って笑いするとかは人問だけ持って
いる条件反射です。笑いは人間の健康 に対 してとても有益ですから楽に
生活しましょう(原文のまま)」
3)「人問は生まれてからどう声をだすことができるし,また赤ちゃんはど
う言葉を習得するかについてかいてあるかもしれませんね。たぶん親子
の関係で(原文のまま)」
4)「タイ トルは 『日本の社会の発展 と今 日の状態』今日のテキス トは日本
の社会の発展と特徴について考えさせます。そのうえ,社会の問題点は
挙げられます。一つのは日本労働者の過労だと思います。二つのは日本
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の学生の努力だと思います。(原文のまま)」
〈教材 その3〉
一文100字以上 の文 を読 む
目的:虫 食い箇所 を推測す る。一文100字以上の文 を読 む。
まるやままさ お
1.丸 山真男 『「である」 ことと 「する」 こと』
じ だい すえひろいず た ろう みんぽう こう ぎ き
学生時代に末弘厳太郎先生から民法の講義 を聴いた時,「注)欝 鶴」 と
せい ど せつめい おぼ か
い う制度 について,次 の ように説明 され たの を覚えてい ます。金 を借 りて
こ ふ こころ え しゃ とくさいそく
催促 されないのをいいことにして,ネ コババを決め込む不 心 得者が得を
よわ ぜんにん か げっきょくそん け っ か
して,気 の弱い善人の貸 し手が結局 損 をするという結果になるのはずい
ふ にんじょう き てい こんきょ けん り
ぶん不人 情な話のように思われるけれども,こ の規定の根拠 には,権利
ねむ ほ ご あたい しウ し ふく
の上に長 く眠っている者は民法の保護に値 しないという趣旨も含まれてい
る,というお話だったのです。
A.教 材の概要
1.満 足度(.興 味):こ れは高校 の国語の教科書 や上級の読解教科書 など
に載 っている ものであ る。難解 な文章 に挑戦することに強い意欲 を見
せる。
2.未 習語 占有率:25
3.難 易度:120から130(辞書,教 師の説 明 を受け,は っ き りで は ない
が,わ かったような気 がする)で ある
4.長 さ:指 導法 にもよ り,多 少時問がずれるが,1コ マ内で読 める。
B授 業
学習者が言葉の意味を辞書で調べる場合 と教師が質問に答える場合があ
注〉 学習者に渡すプリン トは 「磯幾」の部分が穴あきになっている。
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るが,い ずれの場合でもそれだけでは内容理解はできない。長い文章の大
きな骨組みをどうやって捉えるのか学習する。
C.見えてくるもの
この教材は背伸び度が高 く,学習者の意欲を引き出すものであ り,難解
けん り
な文章を読み終えた学習者の満足度は高い。2の 文中の 「権利)の 上に長
ねむ
く眠 っている者」 という表現が わか らない と言 う学習者がいた。権利 も,
けん り ねむ
眠るも,者 も意味はわかった,し かし,「権利の上に長 く眠っている者」
はどうい う意味かわからないと言 う。これに対 し,「長い問権利を使わな
い者」 と難なく理解する学習者がいる。母語における理解力,推理力,発
想などの差を感 じるのもこのような教材である。
虫食い穴埋め文の虫食い部分は他の部分が理解できれば正解するもので
ある。資料のように,漢字圏非漢字圏学習者に有利になるようなものも用
意するとよい。
〈教材その4〉
『天声人語100人 の村』 新聞記事
目的:未 習語を無視する力を身に付 ける。
A.教材の概要
1.満足度(興味):はじめて 「!00人の村」を読み,そ の発想や書かれて
いる数字の持つ意味などに衝撃を受ける学習者がいる。
2.未習語占有率:15
3.難易度 二120。新聞記事なので語彙がわかれば理解はむずか しくはな
い0
4.長 さ:適 当 で あ る 。
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B.授業
教材1の場合同様,辞 書をしまい,一 人一間の質問をする。
これはメールで,あ るいは本で読んだことのある学習者が,非 漢字圏学
習者に多 く見られる。内容を知っている非漢字圏の学習者 と漢字を読めば
わかる漢字圏学習者が,い わば五分 と五分で読む教材 ということになる。
そういう意味でこの教材は初日に使いたい。
C.見えてくるもの
一人一問形式で見えてくるものは学習者が どんな質問をするかによって
その学習者の力が見えて くるのである。初日で学習者の力がまだ見定めら
れぬ ときには有効な教材である。
おわりに
理解中心授業の問題点は,理解確認をどこまでするか,確 認テス トなし
で成績をどう評価するか という点である。その対策 としては確認問題を宿
題の形で出すことも考えられる。また,従来のテス トに慣れている学生に
は予習を評価されていると感 じるのではないかという問題点がある。教室
で学習したものを理解 し,運用できるか否かを確認するテス トではなく,
読解能力をいかに駆使するかが問われている事を学習者が認識 し,その重
要性を理解するようにしなければならない。
通常授業時間数は一年30週,あるいは半期15週と限られている。そこで,
5教材を時間かけ,表現が使えることまで入れて読むより,10教材読む方
が時問効率という点からも読解力の伸びが期待できる。初級の教材 と異な
り,語彙表現が使用頻度順を考慮したものにになっていないからである。
そのため 「使えるようにする」ことより,「理解する」ことに重点を置
いた授業を,中級前期に集中的に行いたい。脳は新 しいものを読むとき活
性化されると言う。予習済みのものをクラスで学習するのは,脳および授
業の活性化は期待できないと言えるのではないだろうか。
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資料5-1
笑い わらい
効用 こうよう
赤ちゃん あか
発声 はっせい
必要 ひつよう
腹筋 ふっきん
運動 うんどう
量 りょう
習得 しゅうとく
実は じつ
不可欠 ふかけつ
霊長類 れいちょうるい
助教授 じょきょうじゅ
特有 とくゆう
化石 かせき
人類 じんるい
以降 いこう
生 じる しょう
生 まれる う
微笑 びしょう
ま ア ト
ノコ 〕 え.
約 や く
形 態 けい たい
未 熟 み じゅ く
生 後 せ い ご
過 ぎる す
始める はじ
子音 しいん
加えた くわ
音節 おんせつ
移る うつ
大人 おとな
想像 そうぞう
難 しい むずか
技術 ぎじゅつ
練習 れんしゅう
手 て
足 あ し
動 く うごく
利用 りよう
息 いき
吐 く は
声門 せいもん
開閉 かいへい
訓練 くんれん
返す かえ
場面 ばめん
大事 だいじ
親子 おやこ
関係 かんけい
築 く きず
腹 はら
一159一
抱える かか
疲れる つか
感 じる かん
筋肉 きんにく
使う つか
交感神経 こうかんしんけい
働 く はたら
血流 けつりゅう
増える ふ
脳 のう
覚醒 かくせい
消費 しょうひ
大学院 だいが くいん
身体 しんたい
科学 かが く
説明 せつめい
漫才 まんざい
肩 かた
胸 むね
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
比べる
差 さ
し ゅっ し ゅ く
そ くてい
しゅ んか ん
しめ
き
く
資料5-2
笑 レ、の 効 用
笑いの効用 こんなにも
赤ちゃんの発声に必要
腹籏なみ運動量
2001年4月10日朝 日新 聞
「子 どものことばの発声習得には、実は笑いが不可欠なんですお そ う話す のは
京都大学霊長類研究所(愛知県犬 山市)の正高信男助教授だ。
正高 さんによると、笑い はヒ ト特有の もので、化石人類ネ アンデ ルタール人
以 降に生 じた1らしいP
生 まれ たぱか りの赤 ちゃんは微笑す る。 しか し、声 をたて て笑 うまでに
約4ヶ 月かかる とい う。 のどの形態 が未熟 なためだし
生後6週 を過 ぎたころ、 「アー」「ウー」と、やわ らかい声 を出 し始める。6ヶ 月
あた りか らrバ、バ 、バ、』rダ、ダ、ダ」な ど、子音 を加 えた音節の発声 に移 る。
「これが大人には想像 もっかないほ ど、歩 ちゃんに とって難 しい技術なんです。
その習得 練習のために笑いが必要にな る」 と正高 さん。
笑ってい る赤 ちゃんは手や足を リズ ミカル に動 かしてい る。手足 の動き を利用 して、
息 をずっ と吐き続けなが ら声門 を開閉す る訓練 を くり返 して いるの だ。
「子 どもに笑 う揚面を多 くつ くって あげるこ とが大事。 いい親 子関係 を築 くこ とにも
つなが ります二
r腹を抱 えて笑 う戸 笑 い疲れる1。そんな ことばもあるよ うに、笑った後、
ぐった り疲れた よ うに感 じることがある。
「大笑いは運 動 した ときの ように筋肉を使 うことがある。交感神軽が強 く働いて
筋肉の血流が増 え、脳 の覚醒 レベルが高ま り、エネルギーの消費 にっなが ります」。
東京大学大学院助教授 の川上泰雄 さん(身 体運 動科学)の 説 明だ。
川上 さんは、漫 才のビデオ を30分見続 けた ときの腹や 肩、胸な どの筋肉の収纏を
測定 した。す る と、大笑いした瞬 問は腹筋運 動なみの動 きを示 した とい う。
r1回の消費 エネルギーはわず か。 ダイ エ ッ トに効 くか どうかはわか りませんが、
長 い 目で見て、笑 うことの多い人 とそ うでな い人 を比べる と、ばか にで きない差 に
な るで しょラ」
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資料5-3
あいた くち渉ふさ溺 らないぱなし
会話(1〉 おめでたい入
祉 つ`嘉 マA
:さあ 、還慮 な く竺 し上 が って くだ さい。
たい
Blは 斗＼ あ りが と うご ざい ます。 参っ ぽな駕 です ね 。
Alい や 、た い した もので は あ りませ ん よ。
モなな
i3;この 魚 に は 目がない ん です よ。
A:そ んな はず は あ りませ ん・よ。 嶺 ら、 ち ゃん とあ るで し ょ う。
会詣(2)器 霧
艶者;先 生 、今 厚は最近 の 霞本 入 の言語 竺活 にっ いて うか が いた いの です ぶ。
迦 …遣言慕 学考
;そ うで すね。 最 近1ど うも」 とい う言葉 を隻 う盤 阿が強 くな ってい ます ね。
記』者 ≡お 礼 の時で も あ・や まる時 で も使 い ます ね.
言 語 学者;そ うなん です よ。 どん な ときで も 「ど うも」 で済 ませ て しま うん です。
秘 書1あ の 、お 話 し中すみ ませ んが 、 田中 さんが お見 えに な りま した。
言 語 学考;や あ 、 田中 さん 、先 暴は ど うも。
iヨ中;い い え、 こち らこそ。 これ は 、 ほん のつ ま らない ものです だ 。
言語 学考1い や あ 、 ど うも、 ど うも。
(雷吾警 と…ヨ中疹 ぶ つオ》る)
言 語学 者 ∋あっ 、 ど うも。
△ 曇ニ ブQ、 』聾
==【ロロ¥¥)? m?熕
Alお じ ょうさま 溺一流 大学 に入学 され た そ うです ね。 お め で と うご ざい ます 。
B;あ リカ弐と うご ざヤ・ます。
A;お 母 さま も鼻 が高 いです わ 剃
B;と ん で もな い。私 は』子佃)時 力}ら・顔 壱こは 自信カヨあ りませ ん。
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